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１.会社概要

社名：株式会社水内ゴム

代表者：代表取締役社長 水内雄一

創業：1919年(大正8年)10月1日

事業内容：ゴム製品製造・
バッティングセンター運営

工業用ゴムロール食品用シリコン型

籾摺りロール



企業理念



２.課題





作業工程

①目視点検

②ゴムをセット

③メタルを圧入

④目視点検

①・④ ②

③



事の発端

担当者が病気により休職

悪循環

代替作業が発生

慣れない作業で
生産効率低下⤵⤵

さらに不良率も増加⤴⤴



現場の課題

１.属人化による作業効率の低下

NG品

OK品２.バリ残り等の目視確認の限界

３.納品数の誤差

バリ残り 圧入不良



課題の主な要因

２０日稼働・１日＝８時間

１日あたり
⇒１,０００～２,０００個を生産

月間２～４万個の生産量に対して、
作業者が １名 という体制



３.課題解決手法の検討



レーザーセンサー検討の結果

バリ残り検知○

NG品OK品

圧入不良＆傷✕



４.導入のきっかけ



補助金制度について

『事前検証補助』
導入前の検証に対して
最大１５０万円
補助率は１/２

『導入補助』
実際の設備導入に対して
最大１,０００万円
補助率は１/３



５.具体的な取り組み



５.今回の取り組み

『自動ブッシュ圧入装置導入
による生産性向上と品質改善』



ブッシュって何？

<使用例>
草刈り機の筒部分などに
使われている部品

<役割>
摩耗や摩擦の軽減
振動・衝撃の緩和など

筒内のブッシュ

草刈りイメージ図



取り組みの目的

・１つ目：作業の自動化によって人的ミスを削減し、
品質の安定化を図ること

・２つ目：生産性を向上させ、
コスト削減に繋げること



AIによる良否判定

目視確認が困難

※良否判定イメージ



６.導入の苦労



補助金申請用、書類の作成

AIカメラの性能説明



AIカメラの設定

導入前の設備設定



７.効果



見込まれている効果



定量面：生産性の向上

生産数：１分間に４.２個

１日＝８時間

１日あたり
⇒最大２０００個を生産

生産数：１分間に５～６個

１日＝８時間

１日あたり
⇒最大３０００個を生産

生産数
約５０％UP



定性面：品質の向上

※AIカメラによる
良否判定の写真 NG品：圧入不良

NG品：傷アリ

不良率ゼロ
の実現へ



８.事業の進捗状況



設備の部品

※設備の部品 写真



パーツフィーダの動作確認

※試運転の様子 パーツフィーダとは？

無造作に投入された部品を
自動で同じ向きに整列させ、
次の工程へ供給する装置の
ことです



９.今後の展開・目標



短期目標

２０２８年までに
ブッシュ圧入装置の増設を進める

理由：品質管理体制の
さらなる強化を図るため



中長期目標

『誰でも高品質な製品を作れる
体制づくりを目指す』

５年後の目標

一人当たり
６,５６７円

現在

一人当たり
５,８５７円



５カ年計画

１つ目：品質管理の改善と自動化の推進

２つ目：人材育成と雇用の確保

３つ目：一貫生産体制の構築



ご清聴ありがとうございました


